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熊本地震から
学ぶ
熊本地震から2年。

地震大国である日本において、
熊本の経験から学ぶべきことは多い。

どのような教訓を
得ることができるのか。



二
〇
一
六
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

か
ら
二
年
が
た
っ
た
。
震
度
七
が
二
度
続

け
て
発
生
す
る
と
い
う
異
例
の
震
災
に
よ

り
、
被
害
が
拡
大
し
た
。
人
的
・
住
家
被

害
に
加
え
、
日
本
の
三
名
城
の
一
つ
と
も

い
わ
れ
る
熊
本
城
も
大
き
く
被
災
し
、
石

垣
や
天
守
閣
の
完
全
な
復
元
に
は
、
お
よ

そ
二
〇
年
と
い
う
長
い
月
日
が
か
か
る
と

さ
れ
て
い
る
。
復
旧
、
復
興
の
道
の
り
は

平
坦
で
は
な
い
。
地
震
大
国
で
あ
る
日
本

に
お
い
て
、
熊
本
地
震
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
に
、
そ
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

熊
本
の
震
災
・
復
興
か
ら
、
自
治
体
や
国
、

そ
し
て
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

で
熊
本
の
復
旧
・
復
興
に
関
わ
っ
て
い
る

識
者
に
、
熊
本
地
震
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き

か
聞
い
た
。
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熊
本
地
震
か
ら

学
ぶ



人
ご
と
で
は
な
い
地
震
災
害

　

二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
午
後
九
時
二
六
分
、
熊
本
県
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
、
最
大
震
度
七
の
地
震
が
襲
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
「
前
震
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
日
置
い
た
四

月
一
六
日
午
前
一
時
二
五
分
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
ま
た

も
や
最
大
震
度
七
の
「
本
震
」
が
熊
本
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
震
の
震
源
で
あ
る
布
田
川
断
層
帯
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
年
に

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
三
〇
年
以
内
に
大
地
震
が
発
生
す
る

確
率
を
ほ
ぼ
〇
～
〇
・
九
％
と
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
数
値
は
大
地

震
の
発
生
可
能
性
が
「
や
や
高
い
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
、
予
測
が

全
く
外
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
地
震
が
差
し
迫
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
が
現
地
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
日

本
の
陸
域
に
は
、
約
二
〇
〇
〇
も
の
活
断
層
が
あ
る
。

　

現
在
、
建
築
基
準
法
が
定
め
る
耐
震
基
準
は
、
震
度
六
強
か
ら
震

度
七
程
度
の
地
震
で
倒
壊
や
崩
壊
し
な
い
水
準
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
震
度
七
が
二
度
起
き
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回

の
熊
本
で
も
、
新
耐
震
基
準
導
入
以
降
に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
含
め

て
、
前
震
に
は
耐
え
た
も
の
の
、
本
震
で
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で

ا
ը
ʹ
౰
ͨ
ỳͯ

熊
本
地
震
の

教
訓

―
支
え
合
い
と
学
び

き
ず
に
倒
壊
し
た
住
家
が
相
次
ぎ
、
被
害
を
拡
大
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
余
震
は
発
災
後
の
一
五
日
間
で
二
九
五
九
回
に
上
り
、

多
い
時
に
は
県
人
口
の
約
一
割
が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
が
損
傷
し
た
こ
と
も
あ
り
、
廊
下
ま
で
避
難
者
が
溢あ

ふ

れ
か
え
っ
た
益
城
町
総
合
体
育
館
の
様
子
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
だ
ろ
う
。
指
定
避
難
所
以
外
に
逃
れ
た
人
や
車
中
泊
の
人
を
加

え
れ
ば
、
避
難
者
数
は
さ
ら
に
増
え
る
。

　

突
然
に
発
生
す
る
大
地
震
、
想
定
を
超
え
る
住
家
被
害
、
収
容
能

力
を
上
回
る
避
難
者
。
こ
れ
ら
は
熊
本
だ
け
が
例
外
な
の
で
は
な
い
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
日
本
は
、
災
害
と
も
背
中
合
わ
せ
で
あ
り
、

今
回
熊
本
が
経
験
し
た
事
態
は
日
本
中
の
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
。

　

筆
者
は
「
く
ま
も
と
復
旧
・
復
興
有
識
者
会
議
」
の
委
員
と
し
て
、

発
災
直
後
か
ら
国
・
熊
本
県
・
自
治
体
・
支
援
団
体
や
住
民
を
挙
げ

た
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
間
近
に
見
て
き
た
。
熊
本
に
何
回

も
通
う
う
ち
に
、
熊
本
を
支
援
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
熊
本
地

震
は
人
ご
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
が
「
熊
本
か
ら
学
ぶ
」

こ
と
が
必
要
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
号

の
「
わ
た
し
の
構
想
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
立
場
か
ら
復
旧
・
復
興

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。

୩
ޱ
ক
ل

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科 

教
授
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被
災
直
後
か
ら
避
難
所
運
営
の
最
前
線
に
立
っ
た
堀
田
直
孝
西
原

村
議
会
議
員
（
当
時
税
務
課
長
）
は
、か
ね
て
か
ら
住
民
全
員
参
加
・

発
災
対
応
型
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
ま
た
地
域
の
世
帯
リ
ス
ト
を

活
用
し
な
が
ら
避
難
者
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
を
持
ち
寄
っ
て

避
難
所
の
運
営
に
当
た
っ
た
地
域
の
団
結
が
「
奇
跡
の
集
落
」
と
呼

ば
れ
た
人
的
被
害
の
小
さ
さ
の
要
因
と
振
り
返
る
。

　

自
治
体
職
員
に
は
人
数
の
限
り
が
あ
り
、
被
災
地
支
援
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
今
回
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
支
援

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
偏
り
な
く
支
援
が
行
き
わ
た
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
「
熊
本
地
震
・
支
援
団
体
火
の
国
会

議
」
だ
。
同
会
議
で
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
樋
口
務
く
ま
も
と
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
代
表
は
、
平

時
か
ら
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
が
連
携
し
て
、

受
援
態
勢
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。

大
都
市
で
い
か
に
教
訓
を
生
か
せ
る
か

　

五
氏
が
挙
げ
た
教
訓
の
中
に
は
、
大
都
市
で
も
直
ち
に
生
か
せ
る

も
の
が
多
い
一
方
で
、
熊
本
だ
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
部
分
も
あ

る
。
た
し
か
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
間
関
係
が
希
薄
な
大
都
市

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
（https://www.

kum
am

oto-archive.jp

）。

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
職
業
や
ス
キ
ル
を
平
時
か
ら
把
握
し
、
避

難
所
で
の
共
助
に
役
立
て
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

例
え
ば
三
日
分
の
食
料
や
水
を
備
蓄
す
る
よ
う
に
と
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
、「
三
日
プ
ラ
ス
一
日
分
」
に
改
め
、そ
の
「
プ
ラ
ス
一
日
分
」

は
地
域
の
要
支
援
者
や
帰
宅
困
難
者
の
た
め
に
役
立
て
る
な
ど
、
熊

本
の
経
験
を
全
国
に
向
け
て
「
翻
訳
」
で
き
る
は
ず
だ
（
ち
な
み
に

東
京
都
で
は
、
事
業
者
に
対
し
て
は
、
外
部
の
帰
宅
困
難
者
の
た
め

に
一
〇
％
程
度
の
量
を
余
分
に
備
蓄
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
）。
紙

幅
の
都
合
で
、
本
企
画
で
紹
介
で
き
た
の
は
熊
本
で
起
き
た
こ
と
の

ご
く
一
部
で
あ
る
。
関
心
の
あ
る
読
者
は
ぜ
ひ
「
熊
本
地
震
デ
ジ
タ

平
時
か
ら
災
害
対
応
の
態
勢
を
整
備
せ
よ

　

蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
は
、
自
治
体
に
向
け
た
教
訓
と
し
て
、
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
支
援
要
請
す
る
初
動
の
大
切
さ
、
支
援
物
資
を
各
避
難
所
に

行
き
届
か
せ
る
受
援
態
勢
を
平
時
か
ら
整
え
て
お
く
こ
と
、
過
去
の

事
例
や
他
の
被
災
地
支
援
の
経
験
か
ら
災
害
発
生
時
の
対
応
力
を
高

め
る
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　

自
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
で
も
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

復
興
構
想
会
議
議
長
や
く
ま
も
と
復
旧
・
復
興
有
識
者
会
議
座
長
を

歴
任
さ
れ
た
五
百
旗
頭
真
兵
庫
県
立
大
学
理
事
長
は
、
政
府
や
自
治

体
、
民
間
支
援
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
過
去
の
災
害
で
被
災
し
て

助
け
ら
れ
た
人
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
次
は
他
の
人
を
助

け
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

か
ね
て
か
ら
「
減
災
」
と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
て
き
た
、
災
害
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
河
田
惠
昭
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ

ー
長
は
、
熊
本
地
震
で
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
災

害
救
助
法
で
は
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
到
底
対
応
で

き
ず
、「
防
災
省
」
を
設
置
し
て
災
害
対
応
の
体
制
を
整
え
る
べ
き

と
主
張
す
る
。

谷
口
将
紀
（
た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

教
授
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博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門
は
政
治
学
、
現
代
日
本
政
治
論
。

Keywords

…
…
人
ご
と
で
は
な
い
、
熊
本
か
ら
学
ぶ
、
大
都
市
で
教
訓
を
生
か
す
、
三
日
プ
ラ
ス
一
日
分
、
経
験
を
「
翻
訳
」

熊
本
地
震
の
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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熊本の経験から
何を学ぶべき
なのか。
自治体や国、
住民は

どのような教訓を
得ることが
できるのか。

識者に問う
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

熊
本
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

自
治
体
や
国
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

識
者
に
問
う 「

初
動
」・「
受
援
」・「
対
応
」

―
熊
本
地
震 

三
つ
の
教
訓

ו
ౡ
Ү
෉

熊
本
県
知
事

れ
る
側
の
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
物
資
が
滞
留
し
、
各
避
難
所
に
行
き
届
く
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
た
こ
と
は
失
敗
だ
っ
た
。
平
時
か
ら
受
援
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
痛
感
し

た
。

　

三
つ
目
は
、
不
測
の
事
態
へ
の
「
対
応
力
」。
ど
れ
だ
け
備
え
て
い
て
も
、
災
害
は
い
つ
ど
の
よ
う

な
形
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
今
回
の
熊
本
地
震

の
経
験
を
学
び
、
今
後
に
生
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
が
起
こ
り
、
何
が
問
題
と
な
っ
た
の
か
、
良
か

っ
た
点
も
悪
か
っ
た
点
も
記
録
に
残
し
、
包
み
隠
さ
ず
発
信
し
て
い
き
た
い
。
熊
本
県
で
は
、
発
災
か

ら
三
カ
月
間
の
応
急
対
応
に
つ
い
て
の
検
証
報
告
書
を
書
籍
化
し
た
。
ま
た
、
四
カ
月
目
以
降
の
対
応

に
つ
い
て
も
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
れ
ら
を
ぜ
ひ
全
国
の
首
長
や
自
治
体
職
員
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
各
地
の
自
治
体
職
員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
、
災
害
対
応
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
、「
対
応
力
」
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

熊
本
県
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
刻
々
と
変
わ
る
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
て
全
力
で
対
応
し
て
き
た
。

し
か
し
、
今
な
お
三
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
々
が
仮
設
住
宅
等
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
々
の
す

ま
い
の
再
建
を
第
一
に
、
引
き
続
き
復
旧
・
復
興
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

熊
本
県
知
事
（
三
期
目
）。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
修
了
（
政
治
経
済
学
博
士
）。
東
京
大
学
法
学
部
教
授
を
退
職
後
、

二
〇
〇
八
年
、
熊
本
県
知
事
選
挙
に
立
候
補
し
初
当
選
。
二
〇
一
一
年
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
き
っ
か
け
に
誕
生

し
た
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
を
、
県
の
営
業
部
長
兼
し
あ
わ
せ
部
長
に
抜
擢て

き

。
二
〇
一
六
年
、
県
知
事
三

期
目
の
就
任
日
に
熊
本
地
震
の
本
震
が
発
生
。
災
害
対
応
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
。
著
書
に
『
逆
境
の
中
に
こ
そ
夢
が

あ
る
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
）、『
私
が
く
ま
モ
ン
の
上
司
で
す
』（
祥
伝
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

本
地
震
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
あ
ら
た
め

て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
か
ら
得
た
三
つ
の
重
要
な
教
訓
を
全
国
の
自

治
体
に
伝
え
た
い
。

　

一
つ
目
は
、「
初
動
の
重
要
性
」。
発
災
後
、
ま
ず
は
行
政
が
被
害
状
況
を
把
握
し
て
、「
手
に
負
え

な
い
」
と
判
断
し
て
か
ら
自
衛
隊
等
に
派
遣
要
請
を
行
う
も
の
と
考
え
が
ち
だ
が
、
そ
れ
で
は
手
遅
れ

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
行
政
に
は
「
遠
慮
の
文
化
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
捨
て
な
い
と
初
動
が
間
に

合
わ
な
い
。
熊
本
で
は
、
地
震
発
生
の
夜
、
一
時
間
後
に
躊
躇
な
く
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
請
し
た

こ
と
で
、
前
震
か
ら
二
日
後
の
本
震
に
も
対
応
で
き
た
。
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
等
で
約
一
七
〇
〇
人

を
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
迅
速
な
初
動
対
応
の
成
果
だ
。

　

二
つ
目
は
、「
受
援
力
」。
熊
本
地
震
で
は
、
県
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
に
、
国
か
ら
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」

で
水
や
食
料
等
の
支
援
物
資
を
送
っ
て
も
ら
い
、
県
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、
受
け
入

熊
蒲
島
郁
夫
（
か
ば
し
ま
・
い
く
お
）

五百旗頭真〔2016〕
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

熊
本
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

自
治
体
や
国
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

識
者
に
問
う こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

巨
大
災
害
に
備
え
よ

ޒ
ඦ
ض
಄
ਅ

兵
庫
県
立
大
学

理
事
長

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構

理
事
長

い
う
順
繰
り
が
で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
の
時
は
、
被
災
地
の
要
請
に
基
づ
く
支
援
が
原

則
で
あ
り
、
必
要
物
資
が
被
災
地
に
届
く
の
が
遅
れ
た
。
そ
れ
を
体
験
し
た
関
西
広
域
連
合
の
自
治
体

は
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
要
請
を
待
た
ず
に
、
必
要
と
思
わ
れ
る
物
資
を
送
っ
た
。
今
回
の
熊

本
地
震
で
は
、
政
府
自
身
が
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
支
援
を
敢
行
し
た
。

　

民
間
支
援
者
の
質
や
ス
キ
ル
も
上
が
っ
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
革
命
」

と
言
わ
れ
た
が
、
実
は
素
人
の
集
団
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
中
越
地
震
な
ど
を
経
て
専
門
化
し
、
災
害
支

援
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
組
織
さ
れ
た
。
彼
ら
が
最
新
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
の
に
対
し
、

被
災
地
は
い
つ
も
初
体
験
で
あ
り
、
受
援
態
勢
が
で
き
て
お
ら
ず
、
熊
本
も
当
初
、
戸
惑
い
を
隠
せ
な

か
っ
た
。

　
「
こ
の
地
に
風
水
害
は
あ
る
が
大
地
震
は
な
い
。」
か
つ
て
関
西
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
が
、
熊

本
で
も
通
念
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
大
陸
と
太
平
洋
の
両
側
か
ら
圧
迫
さ
れ
て
い
る
日
本

列
島
は
、
ど
こ
で
も
被
災
地
に
な
り
う
る
。
日
本
列
島
の
地
震
活
性
期
は
ま
だ
続
く
。
今
後
起
こ
り
う

る
超
巨
大
災
害
を
前
提
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
結
ぶ
国
民
共
同
体
的
な
準
備
が
必
要
だ
。

く
ま
も
と
復
旧
・
復
興
有
識
者
会
議
座
長
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
経
験
か
ら
、
第
二
の
専
門
と
し
て
防
災

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
専
門
は
日
本
政
治
外
交
史
。
法
学
博
士
。
神
戸
大
学
法
学
部
教
授
、
防
衛
大
学
校
長
、
熊

本
県
立
大
学
理
事
長
等
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
兵
庫
県
立
大
学
理
事
長
。
二
〇
一
二
年
よ
り
ひ
ょ
う
ご
震
災

記
念
二
一
世
紀
研
究
機
構
の
理
事
長
も
務
め
る
。
政
府
の
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
議
長
や
復
興
推
進
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
日
本
は
衰
退
す
る
の
か
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

神
・
淡
路
大
震
災
で
わ
が
家
が
全
壊
し
、
私
の
ゼ
ミ
生
を
含
め
六
四
三
四
名
が
犠
牲
者
と

な
っ
た
。
そ
の
悲
惨
な
状
況
は
戦
後
日
本
の
平
和
な
時
代
の
認
識
を
超
え
る
。
そ
の
体
験

か
ら
、
災
害
対
処
が
私
の
宿
命
だ
と
考
え
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
関
わ
っ
て
き
た
。

幾
度
か
の
大
震
災
を
経
て
、
日
本
社
会
は
変
わ
っ
た
。
ま
ず
、
単
な
る
復
旧
か
、
復
興
か
、
ど
こ
ま
で

国
費
で
支
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
の
際
は
、
公
共
施
設
を
「
元
に
戻
す
」
ま

で
し
か
国
費
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
「
創
造
的
復
興
」
を
基
本
方
針
と
し

て
、
ま
ち
の
再
建
を
国
費
で
一
〇
〇
％
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
熊
本
で
も
、
例
え
ば
が
れ
き
処
理

に
つ
い
て
、
九
九
・
七
五
％
ま
で
国
費
負
担
と
し
た
。
責
任
感
を
共
有
す
る
た
め
、
わ
ず
か
で
も
地
元

が
負
担
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
の
三
年
後
の
立
法
に
よ
り
、
個
人
の
住
宅
再
建
に

も
国
費
が
投
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

幸
い
、「
被
災
し
て
助
け
ら
れ
た
人
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
次
は
他
の
人
を
助
け
る
」
と

五
百
旗
頭
真
（
い
お
き
べ
・
ま
こ
と
）

阪
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

熊
本
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

自
治
体
や
国
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

識
者
に
問
う 「

防
災
省
」
設
置
で

被
害
を
小
さ
く
す
る
努
力
を

Տ
ా
ዳ
ত

関
西
大
学

社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　

わ
が
国
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
は
、
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か

で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
夏
に
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
ア
メ
リ
カ
に
襲
来
し
、
史
上
最
大
の
経
済
・
社
会
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
経
済
被
害
を
九
〇
％
以
上
保
険
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の

で
、
国
の
経
済
は
び
く
と
も
し
な
い
で
す
ん
で
い
る
。
一
方
、
巨
額
の
債
務
を
か
か
え
る
日
本
で
は
大

き
い
災
害
が
起
こ
る
と
、
経
済
に
大
き
な
打
撃
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
体
制
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くで

あ
る
こ
と
も
問
題
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
）
に
常
時
四
〇
〇
〇
人
が
働
い
て
お
り
、
さ
ら
に
災
害
時
に
は
四
〇
〇
〇
人
が
一
時
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
で
も
今
年
の
全
人
代
で
、
危
機
管
理
省
の
創
設
を
決
議
し
た
。
他
方
、

わ
が
国
で
は
、
内
閣
府
の
防
災
担
当
は
わ
ず
か
九
〇
人
ほ
ど
で
、
そ
れ
で
は
国
難
災
害
に
到
底
対
応
で

き
な
い
。
日
本
も
「
防
災
省
」
を
設
置
し
、
災
害
対
応
の
体
制
を
整
え
る
べ
き
だ
。
国
が
衰
退
す
る
と

い
う
一
大
事
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
国
民
的
な
議
論
を
し
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

減
災
と
い
っ
て
も
特
効
薬
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
被
害
を
小
さ

く
し
、
復
興
を
早
く
す
る
と
い
っ
た
正
解
の
な
い
問
題
を
解
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
市
災
害
研
究
の
第
一
人
者
。
災
害
現
場
で
の
豊
富
な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
分
析
に
は
定
評
が
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
が
起
き
る
前
年
に
津
波
災
害
が
三
陸
沿
岸
に
「
必
ず
来
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
な
ど
、
先
見
性
の
高
さ
が
評
価
さ
れ

て
い
る
。
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
工
学
博
士
。
京
都
大
学
防
災
研
究
所
長
、
関
西
大
学
社
会

安
全
学
部
長
・
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
よ
り
現
職
。
日
本
自
然
災
害
学
会
会
長
、
日
本
災
害
情
報
学
会
会
長
等

を
歴
任
。『
日
本
水
没
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
他
、
災
害
に
関
す
る
著
書
多
数
。

ざ
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
被
害
を
「
ゼ
ロ
」
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
事
前
に
準

備
し
、
被
害
を
極
力
小
さ
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
私
は
三
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
「
減

災
」
を
唱
え
て
お
り
、
最
近
よ
う
や
く
定
着
し
て
き
た
。
加
え
て
、
被
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
早
め
る
「
縮
災
」
も
重
要
だ
。

　

し
か
し
、
七
〇
年
前
に
作
ら
れ
た
現
在
の
災
害
救
助
法
で
は
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
災
害
に
、
到
底
、
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
現
行
法
で
は
、
政
府
・
自
治
体
が
避
難
所
で
食
料
な

ど
を
被
災
者
に
無
料
で
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
熊
本
地
震
で
も
搬
送
が
滞
り
、
実
行
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
も
参
加
し
た
内
閣
府
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
超
巨
大
地
震
が
起
き

た
際
の
、
支
援
の
あ
り
方
や
物
資
輸
送
の
円
滑
化
、
被
災
者
の
生
活
環
境
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
準

備
と
対
策
を
求
め
る
報
告
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け
政
府
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
大

災
害
に
備
え
る
と
こ
ろ
だ
。

河
田
惠
昭
（
か
わ
た
・
よ
し
あ
き
）

河田惠昭〔2018〕
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

熊
本
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

自
治
体
や
国
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

識
者
に
問
う 住

民
の
意
識
が
「
奇
跡
」
を
起
こ
す

ງ
ా
௚
޹

熊
本
県
西
原
村
議
会
議
員

避
難
所
は
行
政
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
自
治
体
職
員
の
人
数
は
少
な
く
自
身

も
被
災
し
て
い
る
た
め
、
現
実
に
は
難
し
い
。「
住
民
共
助
の
避
難
所
運
営
」
が
必
要
で
あ
る
。

　

避
難
者
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
技
術
を
集
め
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
。
消
防
団
が
作
成
し
て
い
た
地
域
の
世
帯
リ
ス
ト
に
は
、
住
民
の
氏
名
や

世
帯
構
成
だ
け
で
な
く
、
職
業
や
資
格
な
ど
も
明
記
し
て
い
た
た
め
、
避
難
所
で
の
役
割
分
担
に
大
き

く
役
立
っ
た
。
看
護
師
や
保
健
師
の
方
に
は
救
護
係
、
学
校
給
食
の
ベ
テ
ラ
ン
調
理
師
に
は
炊
き
出
し

係
、
元
自
衛
官
に
は
炊
き
出
し
訓
練
の
経
験
を
生
か
し
配
給
係
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
避
難
者
が
得

意
分
野
を
生
か
す
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
も
掃
除
や
小
さ
な
子
の

世
話
な
ど
を
担
当
し
た
。
全
員
が
役
割
を
担
い
、
一
人
ひ
と
り
が
存
在
感
を
持
つ
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

の
な
い
避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

　

災
害
が
起
き
た
時
、
公
的
な
支
援
が
本
格
的
に
始
ま
る
ま
で
最
短
で
も
三
日
間
か
か
る
。
そ
の
間
、

た
だ
支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
い
か
に
住
民
の
自
助
・
共
助
で
生
き
残
る
か
が
大
切
で
あ
る
。

西
原
村
は
阿
蘇
外
輪
山
の
西
側
に
位
置
す
る
人
口
約
七
〇
〇
〇
人
の
村
。「
水
と
緑
と
ひ
か
り
の
村
」
を
掲
げ
、
熊
本

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
増
加
を
続
け
て
き
た
。
熊
本
地
震
で
は
震
度
六
弱
と
震
度
七
を
観
測
し
、
大
き
く
被

災
し
た
。
当
時
、
村
の
税
務
課
長
で
あ
っ
た
堀
田
氏
は
、
河
原
小
学
校
で
避
難
所
総
括
を
担
当
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
。
住
民
に
「
こ
こ
は
待
つ
だ
け
の
避
難
所
で
は
な
か
」
と
伝
え
続
け
、
避
難
所
の
自
主
運
営
を
支
え
た
。
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
・
再
建
す
る
「
村
の
正
念
場
」
に
参
画
す
る
意
欲
を
持
っ
て
、
村
議
会
選
挙
へ
立
候
補
、

二
〇
一
六
年
よ
り
現
職
。

原
村
は
、
熊
本
地
震
の
震
源
と
な
っ
た
断
層
の
上
に
位
置
し
て
い
な
が
ら
も
、
人
的
被
害

を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、「
奇
跡
の
集
落
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
の
備
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
起
こ
せ
た
奇
跡
で
あ
る
。

　

熊
本
は
地
震
の
な
い
安
全
な
地
域
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
西
原
村
で
は
断
層
の
存
在
を
リ
ス
ク
と
認

識
し
て
「
い
つ
か
必
ず
地
震
が
く
る
」
と
考
え
、
毎
年
、
住
民
全
員
の
参
加
、
発
災
対
応
型
の
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
き
た
。「
ま
さ
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
な
く
、「
震
災
が
あ
り
得
る
」
と
想

定
し
て
常
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
住
民
の
マ
イ
ン
ド
も
変
わ
る
。「
想
定
外
」
の
震

災
を
「
想
定
内
」
に
し
て
お
い
た
た
め
、
適
切
な
避
難
行
動
や
人
命
救
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

熊
本
地
震
の
直
後
、
西
原
村
の
河
原
小
学
校
に
設
置
し
た
避
難
所
に
は
、
約
八
〇
〇
人
の
村
民
が
避

難
し
て
い
た
が
、
村
の
職
員
は
わ
ず
か
五
人
。
当
時
、
村
の
税
務
課
長
で
あ
っ
た
私
が
「
総
括
」
と
な

り
、「
役
場
の
支
援
は
見
込
め
な
い
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
で
生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

堀
田
直
孝
（
ほ
り
た
・
な
お
た
か
）

円城寺雄介〔2016〕

『県庁そろそろクビですか？―「はみ出し公務員」の挑戦』
小学館新書

西
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

熊
本
の
経
験
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

自
治
体
や
国
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

識
者
に
問
う Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
行
政
、
社
協
の
三
者
連
携
が

「
受
援
力
」
を
高
め
る

Ṥ
 ޱ

຿

く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）

代
表

け
で
は
な
く
、
国
や
県
の
行
政
機
関
な
ど
も
交
え
た
情
報
交
換
や
連
絡
調
整
の
場
を
作
っ
た
。「
熊
本

地
震
・
支
援
団
体 

火
の
国
会
議
」
だ
。
当
初
は
、
頻
繁
に
報
道
さ
れ
る
一
部
地
域
だ
け
に
支
援
が
集

中
し
、
県
南
部
は
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
活
動
団
体
や
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
支
援
の
偏
り
は
解
消
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
同
士
の
連
携
は
進
ん
で
い
る
が
、
や
は
り
、
行
政
や

社
会
福
祉
協
議
会
も
含
め
て
三
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
支
援
活
動
の
団
体
数
は
三
五
〇
に
上
っ
た
が
、
時
間
と
と
も
に
域
外
か
ら
の
支
援
も

減
っ
て
き
た
。
こ
の
連
携
を
一
過
性
の
つ
な
が
り
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
元
の

団
体
・
組
織
に
声
を
か
け
て
、
熊
本
に
お
け
る
活
動
団
体
「
Ｋ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
を
組
織
し
た
。
情
報
収
集
、

連
絡
調
整
に
加
え
て
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
策
の
提
言
、
支
援
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
五
月
に
修
正
さ
れ
た
政
府
の
防
災
基
本
計
画
や
二
〇
一
七
年
度
の
防
災
白
書
で
は
、
そ

れ
ま
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
み
が
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
、
国
や
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
も
協
力
し
て
行
う
こ
と
や
、
県
域
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
が
連
携
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
熊
本

地
震
が
い
い
見
本
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

熊
本
地
震
発
災
直
後
か
ら
、「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
被
災
者
支
援
を
行
う

と
同
時
に
、「
く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
る
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
て

約
三
〇
年
間
、
国
・
県
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
設
計
業
務
に
従
事
の
傍
ら
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ま
も

と
に
所
属
。
二
〇
一
二
年
よ
り
二
年
間
、
熊
本
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
括
責
任
者
と
し
て
、
市
民
活
動
の
基

盤
整
備
の
推
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
他
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
立
案
を
手
掛
け
た
。

災
直
後
に
、
全
国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
十
分
な
活
動
を
し
て
も
ら
う
に
は
、
被

災
地
側
が
態
勢
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
蒲
島
知
事
は
、
外
部
か
ら
の
支
援
を

受
け
入
れ
る
力
で
あ
る
「
受
援
力
」
の
不
足
を
反
省
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

被
災
状
況
の
情
報
を
関
係
者
間
で
共
有
し
、
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
支
援
団
体
と
被
災
し
た

人
々
と
を
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
支
援
が
全
体
に
行
き
届
か
ず
、
支
援
に
「
モ
レ
、
ム
ラ
」
が
見
ら
れ
た
。
情
報
が

偏
り
、
一
部
地
域
だ
け
に
支
援
が
集
中
し
た
の
だ
。
そ
の
反
省
か
ら
、
地
域
、
分
野
、
セ
ク
タ
ー
を
超

え
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
収
集
や
分
担
の
調
整
を
行
う
「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）」
の
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
最
中
に
熊

本
震
災
が
起
き
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
支
援
活
動
と
な
っ
た
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
は
、
発
災
直
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
だ

樋
口 

務
（
ひ
ぐ
ち
・
つ
と
む
）

稲垣文彦ほか（著） 小田切徳美（解題）〔2014〕

『震災復興が語る農山村再生―地域づくりの本質』
コモンズ

被
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 熊本地震の経験から
何を教訓として学べるか

対応力

受援力初動
躊躇なく支援を国に要請

要請を待たないプッシュ型
支援

行政に頼らない避難所運営

阪神・淡路大震災、中越地震、
東日本大震災からの教訓

被災体験を包み隠さず発信

「防災省」の設置
保険制度で国家経済への
打撃緩和

震災を「想定内」とする防災意識
市民

政府

市民

自治体

政府

支援物資の配送体制の整備

支援のガイドラインづくり

支援のモレ・ムラをなくす
マッチング

自治体

政府

市民

自治体

国民共同体的な準備 減災・縮災体制の整備
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